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4　チャッピーの食事

　犬の飼い方などの参考書では、イヌは肉食動物
なのでその飼育時の食事方法が難しい等と細かい
注意事項が並べられているものが多く見られます。
そのためか愛犬家たちは、スーパー等で販売して
いる愛犬専用の缶詰類とペットフードしか与えな
いと云う人が多いのですが、そんなに犬の飼育は
難しいものだろうかと日頃から思っていました。
我が家では、昔流に冷や飯に味噌汁や食事の余り
ものの肉汁や魚の煮つけの汁など、食事での残し
物をご飯に掛けた昔風の餌にし、育てて見ること
にしました。一つの実験を試みました。
　小さいころから食事も慣れさせると、いか様に
も飼育することができます。魚のあらを煮てやる
とか、市販の愛犬用の肉の缶詰、あるいは犬専用
に造られた幼犬用フードを混合してやるとか、い
ろいろと試みました。慣れるとどんな餌でも結構
食べてくれます。チャッピーの美味しいか、不味
いかの気持ちは知る由もありませんが、何でも与
えた餌は良く食べてくれました。与えられた食品
は、なんでも好き嫌いなくガツガツ食べます。ス
テンレス製のエサ入れは１分もしないうちに空に
なります。余りの食べる速さに、もう少し良く噛
んで食べなさいと犬の習性を知らない妻や子供た
ちが云いますが、これは犬の習性であって切歯で
噛みきり奥歯で砕きすぐ飲み込む。人や牛のよう
に咀嚼行為は全くなく、前歯は食べ物を引きちぎ
り、奥歯は噛み砕くだけで飲み込む。そして大量
の唾液を分泌して砕いた食物を胃の中に流し込む
ようにするのです。食べたものを胃の中で十分消
化していくのが犬の生理的行動なのです。この行
為は、イヌの先祖が狼だった頃からで、自分で捕
った獲物は、素早く食べてしまわないと、他の動

物や仲間達に横取りされるため食物は、飲み込む
習性になったようだと、ある本で読んだことがあ
ります。ですから犬によく噛んでなどの言葉は通
用しないし、犬は味わって食べるという習性はな
いのです。ただ、敏感な臭覚神経を働かせて食べ
物かどうかを決めているのです。しかも犬には口
の中の食べ物の味を感知する味蕾という組織が発
達していないので、食べ物の味はわからない、と
云われております。犬は味オンチであるとされて
おります。

　１年を過ぎるころから愛犬用ビーフや野菜入り
の缶詰類、さらに歯や骨が丈夫になるようにと、
豚骨製品も与えるようにしました。
　チャッピーは、この豚骨が大好きで常に噛んで
いました。これにも飽きてくると庭の土の柔らか
いところに前足と鼻先で穴を掘り、その場所は明
らかにわかるところでしたが、木の葉や軟らかい
土で隠すように覆っていました。自分では、隠し
たつもりでいたのかもしれませんが、「チャッピー
骨っこは」と云いますと、あわてて隠した場所を
チラッと見ますが、知らんふりをします。わざと
隠したところに近よりますと、慌ててその骨を掘
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り出してきます。その素振りが何とも可愛らしい
ものでした。食べ物を土の中に隠す習性も野生時
代から引き継いだものでしょう。この頃になると
体は大きくなりましたが、顔にはまだあどけなさ
が残っており、耳先は下向きでまだ立っていませ
ん。未だ子供らしい顔つきをしていました。

5　子供たちと遊ぶのが大好だったチャッピー

　家のすぐ前に住宅団地の子供たちのための児童
遊園地がありました。今では団地内の子供たちの
数も随分と少なくなりましたが、チャッピーの小
さかった頃は、この団地にも子供たちが多く、毎
日のように午後からはこの遊園地で野球やバトミ
ントン、鬼ごっこから、かくれんぼなどと子供た
ちの遊んでいる声が聞こえていました。この場所
にチャッピーを連れて行き索綱を首輪から外して
やりますと、子供たちと一緒になって喜んで走り
回っていました。子供たちも良くチャッピーと一
緒になって追い掛けられたり追ったりして遊んで
いました。チャッピーは子供たちと遊ぶのが大好
きだったのです。チャッピーが家にいるときには、
子供たちは良くチャッピー遊びに誘いに来るほど
で「チャッピーを連れて行っていいですか」と良く
聞きに来ていました。「遊園地で遊ぶならいいよ」
と、言っていました。
　その子供たちも成長して中学、高校生になって
も散歩中のチャッピーに逢うと「チャッピーだ、
チャッピーだ」といつまでも覚えていて、可愛が
ってくれたものでした。チャッピーは子供たちと
遊んでいても自分の地位はわかっているらしく、
年長の子、ちいさい子、大人たちに接する態度が
なんとなく違っているような気がしていました。
当然のことながら家にいるときは、なおさらのこ
と家の中のそれぞれの人の地位を把握しているよ
うなところが見えていました。犬の習性で自然に
自分の地位が分かっていたらしいのです。

6　外出の好きなチャッピー

　小さい時からよく車に乗せて連れ歩いたせいか
車に乗って、窓から移り変わって行く風景を眺め
るのが好きだったようです。車の中が汚れないよ
うにチャッピーを乗せる時には、古くなったピン
クまたは赤いシーツを座席に被せることにしてい
ました。そのためかその一枚を小屋から持ち出し、
車にシーツを持ち込むと早く乗せろ、とばかり、
うるさく付け回る。ドアを開けると早速飛び乗っ
て座席の上を、はしゃぎ回るのでした。
　最初の頃は、ちょっと遠乗りすると車酔いを起
こし嘔吐することもありましたがこれも２〜３回
で克服したようでした。水戸の偕楽園公園や県内
に在る遊園地などには、しばしば孫の日菜子や栞
と一緒に遊びに連れて行ったものです。その時の
チャッピーは生き生きとして園内を我が物顔に走
りまわっていました。よっぽど外の広い遊園地が
好きだったようです。年老いてから目が不自由に
なって、周りがよく見えなくても薄ぼんやりと見
える明かりを頼りに、ヨロヨロになりながらも遊
園地では、嬉しそうに歩いていたことが思い出さ
れます。

7　チャッピーの病気

　チャッピーは、交雑種所謂Ｆ1だった為か抗病
性が強かったようです。18年間もの長い間、癌腫
瘍などの重症の病気も知らずに済んだことは幸い
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でした。しかし風邪とか消化不良などで軟便、下痢、
微熱、鼻端部の乾きなどは、見られましたが２日
〜３日位の経過で治っていました。強いて言えば
血尿が暫く続いた事と左後肢の跛行がみられたこ
とでした。

（突然の血尿）

　血尿を発見したのは、チャッピーが10歳頃の散
歩中のことでした。いつもの散歩コース上の道端
でオシッコした時のことです。排出するオシッコ
の色が赤いことに気付きました。排出の初めから
最後まで赤色の尿であったので、一時的ものと気
にもしていなかったのですが、それが数回続いた
のです。やはり異常です。先ず泌尿器関係器官の
疾患を疑い、尿の検査をしてみることにしました。
牛乳瓶の底にコーヒー濾しの濾紙を敷き採尿して
見ますと、静置後底の濾紙に赤血球が沈殿してい
て、明らかに血尿で血色素尿ではないことを確か
め、玉ネギ中毒でないことを確認しました。その
症状から消去法によって病因を調べてみることに
しまた。先ず排尿時のイキミや疼痛の無いことや
さほどの頻尿も見られないことから膀胱炎を否定、
触診によって腎の張れや疼痛がみられないことか
ら、腎癌の否定、尿は出初めから終わりまでよど
みなく排出することから尿管結石も否定しました。
結局、尿道か生殖器の損傷が疑われました。抗菌
剤と消炎作用のあるプレドニゾロン系の薬剤を使
用することにしました。この処置によって１週間
ぐらいで血尿症状は治ったようでした。

（散歩中の跛行）

　確かチャッピーが15歳頃の秋口だと記憶してい
ますが、何時ものように朝の散歩に出ようとした
時、左の後肢を引きずるように歩くことに気付い
たのです。無理に歩かすと左後肢は地面につけず
３本足で跛行するのです。左後肢の爪や掌の肉球
損傷もありません。指間にダニの寄生も見られま
せん。腫脹も熱感も認められないし、静かに股関
節を触ると嫌がるしぐさをするのです。このこと

から股関節の脱臼あるいは不全骨折を想定されま
したので、急遽近くの小動物病院でレントゲン写
真での診断をお願いしました。その結果、骨折も
脱臼もない事が判明しました。恐らく亜脱臼を起
こしたが、自然亜脱臼が回復したものと思われま
したので、手軽なブリスニッツ罨法をするととも
に、更に自分が頭痛の時によく服用しているロキ
ソニン錠剤を鎮痛と消炎作用を期待し、１錠を四
分の一に砕きその一粒を食事時飲ませることにし
ました。このブリスニッツ罨法方法とロキソニン
の投与が効を奏したのか３日ぐらいで跛行は回復
に至ったのです。大事がなくて良かったと思いま
した。
　チャッピーの病気の際には、何時も家族の皆か
らお父さんは獣医だから早く治して、と云われる
のが通例でした。しかし、小動物の臨床経験も
知識もない、しがない獣医は、そのたびに臨床関
係の勉強をせざるを得なかったのです。歴とした
獣医師の免許は、「昭和25年９月30日獣医免許
21476号登録農林
大臣広川弘禅」で
交付されて、獣医
師としての登録が
されている獣医師
でしたが、小動物
の臨床経験が無い
だけにチャッピー
の病気には、毎度
のこと苦労したも
のでした。
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駕 籠 か き 家 業

勤務退職者支部　　菅　原　茂　美

　『エッ・ホッ』『エッ・ホッ』。駕籠の前棒を女房
が、後棒を亭主が担ぐ。前棒をいたわり、後棒は
駕籠に近い部位に肩を入れる。肩は腫れ上がり、
脚はくたくた、倒れる寸前。山あり谷あり。強烈
な自然災害や、時により大きな病気・事故にも襲
われたりする。しかし脇目も振らず、これぞ天命
と覚悟し、全てをかけて走り続ける。
　さて乗っている客は殿様ではない。我が「子供」
である。「過保護？」と思われるかもしれないが、
よく考えてみると、いずこのいかなる夫婦も、こ
うして我が子を育てる。子が一人前になり、自活
できるようになると、子供がまたその子（孫）の駕
籠かきとなり、それが達成された頃、我ら老夫婦は、
用済みとしてこの世から消えていく。
　感情を入れず、客観的に見てこの運び屋家業は、
代々続くが故に「種」は存続される。今日、人類の
繁栄があるのは、歴代この駕籠かき家業の敢闘精
神のお陰といえよう。
　さてそれでは「子供」とは何か？それは即ち人間
の設計図「ＤＮＡ」の事である。駕籠という細胞の
中に、子供という「核」が存在する。その核の中に
ＤＮＡという生命の設計図が格納されている。親
とはそのＤＮＡという宝物を、傷つかぬよう後生
大事に、次の世代にバトンタッチする役目で、そ
の目的を果たせば用が済む。細胞の中身の運び屋＝
これが人生だ。用が済めば使い捨てにされ、植物
なら子孫の肥料となる。全ての生物はこの原理に
基づき、この世で生命活動を実践する。これはこ
の地球に生命が誕生して以来約40億年間、営営と
続けてきたドラマである。
　【46億年前、地球が誕生して直後、この岩石惑
星に、主として氷の塊である彗星や、小惑星が多
数衝突してきて「水分」を供給。それで「海」がで

きた。さて生命の源となる有機物が、彗星などか
ら同時に持ち込まれたかどうかは、今「はやぶさ
２号」などが探索中。いずれにしても浅い海の底
で40億年前、水・有機物・熱源を原料に最初の生
命は誕生した。元祖の細胞はＡ・Ｇ・Ｃ・Ｔとい
う４個の塩基が色々組み合わさって、タンパク質
を作る設計図を熟成させた。その設計図ＤＮＡを
薄い膜で囲み、新陳代謝をするうち、生命の元祖
細胞は分裂を重ね、増殖を開始した。こうして単
細胞は分裂を30億年間繰り返し、今から10億年
前やっと多細胞生物へと進化していった。海中の
植物が光合成で吐き出した酸素原子が3個重なっ
て、天空にオゾン層を形成すると、宇宙からの紫
外線を吸収してくれるので、ＤＮＡは破壊されな
くなり、生物はやっと海中から陸上へと進出でき
た。6億年前、まず植物が上陸し、3 .6億年前、脊
椎動物が上陸を試みる。魚類→両生類→爬虫類→
哺乳類へと進化を続け、食虫目（モグラの類）から、
霊長類が誕生し、700万年前、直立２足歩行する
「人類」の原型が誕生する。こうして駕籠かき家業
を何代も続け、ＤＮＡの鎖は無事継承されてきた。】
　要するに「子」を育てるという事は、親は自分達
に何億年も継続してきたＤＮＡの強い「意志」によ
り、コピーを絶やさず永続させようとする戦略に、
まんまと踊らされているという事。即ち、ペアの
夫婦とはそのＤＮＡの単なる「運び屋」という事。
ＤＮＡは我が身を健全に保持・増殖するために、
細胞という生きた工場の中で新陳代謝を繰り返し、
人類という「道具」を使って、大脳発達などという
「茶番劇」を演じさせ、己の保身と増殖を図る。所詮、
全ての生き物は、このＤＮＡという物質の意図に
より、踊らされている「ピエロ」とも言える。
　【人体は60兆個の細胞からなる。しかし人間は、
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腸管や体表に共生する600兆個の細菌の助けがな
ければ生命活動は維持できない。しかも自分自身
の遺伝子は、わずか１％ぐらいしか働かず、他は
バクテリアの遺伝子に「おんぶに抱っこ」の形で生
命活動は営まれているという。ならば、頭が良い
とか美人であるとかは、一体何が主役になって他
と違うのか？ノーベル賞受賞者と市井の凡人とは、
どこがどう違うのか？つまる所、人間は自然の中
で、特別の存在でも、神に近い存在でもない。そ
れゆえ、他の生命を絶滅に追い遣って、大顔して
威張れた存在では決してないという事。】
　ＤＮＡにとって、ペアは誰であってもよく、原
型を崩さず、しっかり継続できればそれでよい。
一旦、霊長類として進化の方向性が定まった以上、
成長過程で、再びカエルやモグラに逆戻りなどし

なければそれで充分。極端な先祖返りなど、進化
の道のりを逆走する事がなければそれでよい。
　たまたま協力し合って、確実に子を育て、その
子が長じてまた子を産み、育児に成功すればラッ
キーであり、任務は完了する。人類という「種」の
寿命が、これから何万年続くかは知らないが、悠
久の時の流れの中で、人生100年（あと30年後の
予測）は、無数の人々が「タスキ」をつなぐ長距離
駅伝競走の一瞬間を担う「一コマ」に過ぎない。Ｄ
ＮＡは、真に自分勝手で強情者であるが、自分の
鎖が切られないよう、セックスの快感と子供や孫
が成長する満足感を、代償として与え、お礼に代
えている。
　もし、ＤＮＡを繋ぐという難関事業に成功しな
ければ、それまで続いたＤＮＡの鎖が残念ながら

こぼればなし
「所得格差」
　私はまだ読んではいないが、仏経済学者トマ・ピケティ氏の著書「21世紀の資本」が、世界中、
売れに売れているという。この本によれば、「富が富を生むスピードが経済成長よりも早く、何も
しなければ、格差が拡大する。格差是正のためには、富裕層が持つ資産への課税を強化すべきだ」
というものらしい。08年リーマンショック後の景気低迷下で、一握りの大企業や資産家が、富を
独占している事への批判が高まった事や、日本でもアベノミクスによる円安の効果が、大企業に
とどまり、中小企業や地方には十分及んでいないとする世相から、この本が売れまくっているら
しい。現在米国では10％の富豪が富の70％を占めているという。世界のいずこを見ても、富の
大多分は一握りの富豪に集まり、一般庶民の懐はちっとも暖かくない。共産主義の国でさえその
傾向が強いという。
　報道によると、中国では、２月19日が旧正月（春節）で、昔は民族の大移動と言われるほど、
里帰りでごった返していた。しかし、それほど待ち遠しいはずなのに、北京に住む地方出身のワ
ーキングプア層は、動くに動けない「恐帰族」とも言われ、故郷に帰りたくとも帰れない。土産や
お年玉にも事欠く。大学を出ても定職を持てず、家賃の安い郊外に集まって秘かに暮らしている
とか。（他国に文句を言う暇があったら、自国の平等化を図れ！）
　世界第２位の経済大国中国は、貧富の格差が深刻。高所得者の上位20％と低所得者の下位
20％の平均所得格差は、10.7倍との事。米国8.4倍、インド4.9倍、ロシア4.5倍。だが最高
指導部だった周永康の押収された蓄財は1.5兆円というから恐れ入った。日本でも企業の内部留
保額は330兆円と聞くが、その何割かは社員の給料に是非とも回してほしい。 （Ｓ・Ｓ）
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切れてしまう。人生いろいろで、子孫を残せなか
った人もあるだろう。どうにもやむを得ない事情
なら仕方がない。しかし、短絡的な思慮で、子孫
を残す努力を怠ったのなら、これまで40億年、己
の体に連綿と続いた命の鎖を、今ここで己の意思
により断ち切った事になり、その意義は重大であ
る。40億年の鎖をしっかり繋ぐ…それがこの世に
生を受けた者の任務と言えよう。

＊
　動物行動学の本には、『雄』というものの儚さが
書かれている。子供は雌親が生んだのだから間違
いなく遺伝子の半分はその雌からのものだ。しか
し雄にとって我が子だと思って懸命に育てている
のに、遺伝子は他人のものだったとしたら、これ
は悲劇である。（ヨシキリなど雌の遺伝子さえ残せ
ずにカッコウの子を育てさせられている＝託卵）。
しかし、自然界では、こんな事は、日常茶飯事。
遺伝子の「多様性」が気候変動等、自然の猛威に曝
されても生き残る原動力となっている。自然選択
で、強い者は生き残り、環境の変化について行け
なかった者は、この世から姿を消す。
　さて、何千㎞も渡（わたり）をするツバメにとっ
て、生まれた子が、もし弱い遺伝子を持った我が
亭主の子ばかりだったら、長旅の途中で子は全滅
の可能性もある。半分くらいは婚外子であったら、
それが生き残るかも知れない。種を維持するに足
る何割かが生き残れば、不倫も道徳となる。
　人類は、もっと寛大な精神を持って、夫婦は焼
き餅など焼かずに、５人子供がいたら一人ぐらい
は婚外子でもよいのではないか。そうすれば嫡子
らは草野球選手でも一人ぐらい「イチロー」が生ま
れるかもしれない。遺伝子の多様性こそ、生物繁
栄の基本原理である。なぜ人類だけがこんなにシ
ャッチョコバッテ、変な「道徳」などをこの世に創
り出したか？先ほど「大脳を膨らます茶番劇」と言
ったのは、人類はいくら文明が進化しても、戦争
を阻止する智慧が浮かばず、それどころか、種の

存続さえ危ぶまれるほどに環境破壊を平気で繰り
返す愚かさに腹が立つから揶揄（やゆ）しただけ。
人類滅亡の危機に立たされたら、「純血」とか「貞操」
とか、空念仏を唱えている場合ではない。生き残
りをかけ、何でも挑戦しなければ、子孫は絶える。
　さてツバメは、亭主に巣守りをさせ、妻はセッ
セと華麗に宙を舞いながら、他の雄と不倫を重ね、
その卵を亭主に温めさせ、子育てをさせる。知ら
ぬは亭主ばかりなり。ツバメの雌はしたたかであ
る。近来のＤＮＡ検査技術の進歩により、これら
のことが明白になった。ツバメの妻の不倫相手は、
決して若くてカッコイイお兄さんではなく、既に
子育て実績のある成雄をしっかり選ぶという。若
い燕を選ぶ有閑マダムなど、進化論上は愚の骨頂
である。実績こそ、どんな空論にも優る。
　オシドリ夫婦の連れ添う姿を「鴛鴦（えんおう）
の契り」などと讃えるが、あれは仲が良いからい
つも寄り添っているのではなく、妻が不倫のため
逃げ出すのを夫はしつこく見張っているだけのこ
と。科学的事実を重視するか、文学的美辞を重ん
ずるか？
　【一方、人類の今日の繁栄も、多少はツバメと類
似の行動をとっていた可能性がある。単婚（モノ
ガミー＝一夫一妻）は人類の歴史を顧みれば、か
なり古いようではあるが、ある科学者の調査に
よれば、現在、世界849の民族（言語による）の
80％は一夫多妻であるという。しかし実際に複数
妻を持つ男の割合は２割ぐらいとの事。一説によ
れば、一般に動物は、雌雄の体重差が大きいほど
一夫多妻傾向が強い…という。人類の平均体重の
男女差は、およそ20％と言われるので、２割ほど
の男は、妻以外の女性を持つ事は、生物学的許容
範囲…と言えるのであろうか？】
　真面目な話、人類は太古において、今のチンパ
ンジーのように多夫多妻の乱婚型であった。この
ような遺伝子の多様性確保という原動力がなけれ
ば、人類の今日の繁栄はなかったかも知れない。
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　百獣の王ライオンは、一頭の雄に多数の雌の家
族構成のように言われるが、実は権力者の王は、
一頭だが、補佐的な雄は複数居り、テリトリーの
パトロールなど数頭のオスが担当している。一頭
のメスは一発情期にトータル100回近い交尾を行い、
複数の雄の多数の精子を混ぜ合わせ、競争させて受
精させるという。これが生物本来の姿かも…。

＊
　さて今更、乱婚奨励の先棒を担ぐつもりは毛頭
ないが、人類は中途半端な知能でこんなに地球環
境の汚染を続けると、人類の活力は自然と衰退し、
滅亡に驀進する可能性もある。現在世界人口72億
人は、全ての哺乳類中、最多のポピュレーション
である。この人口を養うためには、地球が1 ,4個
必要といわれる。人類は己の人口を自ら制御でき
ないのなら、高等生物とは、とても言えない。
　カナダの森林狼は、鹿など食糧が少なくなると、
ペアリング数を減らし、厳粛にそれを守る。食糧
が豊富ならペアリング数は増え、子供の数が増え
る。一方人類は食糧が有ろうが無かろうが、むや
みやたら子造りが行われ、この地球からこぼれ落
ちそうである。毎年世界人口は8 ,500万人ずつ増
え続けている。小さな島でバッタがやたら増え草
を食べ尽すと、一斉に海に向かって飛び立ち、集
団自殺をするという。人類もバッタ並の知能しか
持たない低能生物なのか？
　さてこの惑星が、人類という独善的な生物によ
り占領され、汚染物質で満ち溢れると雄の活力が
減少し、人類滅亡が早まる可能性がある。尤も、
戦争する事しか能のない雄共が、やたら幅を利か
しているのなら、性的二型で、オスは矮小化する
のも結構である。オニアンコウみたいに、「矮雄」
は雌に皮下寄生し、雌の血液循環に頼り、生存す
る様式も結構かもしれない。生命繁栄の根源は所
詮「雌」にある。雄は後から生まれた付属的なもの。

＊
　生命活動の源であるミトコンドリア（細胞内エ

ネルギー生産工場）は、受精の際、精子から卵子
に持ち込むことはできない。ミトコンドリアは、
常に母→子であって、父→子は存在しない。
　更に人間の雄を決定づける遺伝子は、Ｙ染色体
にあり、Ｙ染色体は、対するＸ染色体の10分の１
ほどに委縮し、間もなく崩れ去りそうである。霞
ケ浦の銀ブナは雄がいなく、雌性生殖という方法
で子孫を残している。人類も雌ばかりが強くなり、
雄がへこたれていくと、雌性生殖という機能を獲
得しない限り、絶滅がそう遠くない気がする。

＊
　この惑星に生命が誕生してほぼ40億年。この間
あらゆる生物は「原初の生命」が獲得した「生命の
設計図」を、親から子へとバトンタッチして、生
命の鎖を繋いできた。設計図は環境の変化により
適時改変され、単細胞から多細胞へと進化し、今日、
約一千万の種が生存している。我々「ホモ・サピ
エンス」は、その中の一種にすぎない。
　生物は全て設計図どおりに成長・繁殖し行動す
る。我々はいわばＤＮＡという物質に支配され、
悠久の時間の流れの「一瞬」を担い、歯車一枚の任
務を果たす。
　さて生物は、物質体系として、「種」を維持する
ための設計図は、生殖活動により確実に子孫に伝
わる。だが、生き物は、肉体や生理機能など、フ
ィジカル面のみ親から子に伝承しても、「種」の存
続を図るのは不十分ではなかろうか。何か「知的
な創意工夫」を子孫に伝達しなければ、種が安全
に永続できない…と強く感じられる。即ち、設計
図通り安全に成長・繁殖するためには、親が生存
中獲得した、自分なりの創意工夫や体験を、知的
財産として精神面の伝承が必要である。それには
「書」として残すのが最も効果的である。人は、わ
ずか100年の生涯で体験できることは知れたもの。
先輩が経験したノウハウは、しっかり子孫が学ぶ
べきもの。フィジカルなＤＮＡのみで遺伝が成立
するなら、ノーベル賞受賞家系からは何人もの受
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賞者が続出してよいはず。そうではないところを
見ると、優れた遺伝子の他に、自らが学び、創意
工夫が加重されて、並外れた努力があってこその
傑出した人物が誕生するのであろう。
　野生動物の親は、保育期間中、しっかり生存の
ノウハウを子供に教える。そしてある程度成長す
れば、冷たく突き放す。人類も、家庭や学校など
で「教育」が最重要と考える。　

＊
　あらゆる生き物をつらつら見るに、生命の設計
図の鎖が切れないよう、環境に順応して、体型や
機能を進化させ、生存に有利な変化を遂げた者の
みが、子孫を残す事ができる。うまく適応できな
かった者は、この世から消えて行く。
　進化とは合目的的ではなく、ランダムに起こる
もの。「進化」というより、「変化」ぐらいに考えた
方が適切である。ある種が、ある方向に進み出すと、
生存に不利でも歯止めが利かず、突進する傾向が
ある。オオツノシカは、更新世後期にヨーロッパ
に繁栄し、体重500㎏、角の重さ50㎏。角が大き
くなり過ぎ、それが災いして滅亡した。（人類の大
脳肥大が、オオツノシカの「角」に相当しなければ
良いと、私はいつも考えている。）
　また体が大きくなり過ぎて俊敏さに欠け、敏捷
な肉食動物に対抗できず、滅びて行ったものもあ
る。南米先住民インディオの口承で、昔は巨大な
ナマケモノがいた…と伝えられているというが、
１万年ぐらい前に滅びたオオナマケモノは、体長
６㍍で象ぐらいの大きさ。ジャガーなどの絶好の
餌食となって滅びた。
　更に全ての動物にとって必須アミノ酸は、一定
量必要であるが、特に草食動物にとって、環境に
必須アミノ酸の含有量が少ない植物のみだったら、
要らざる余分の草を多く食べざるを得ない。する
と、必須アミノ酸以外の栄養分は過剰になり、そ
れが生理機能を乱し、種として繁栄できなかった
例（馬）もある。それゆえ馬は余分のエネルギーを

捨てるため、走りまわらざるを得なくなった。北
米大陸で進化した馬は北米では滅亡し、ベーリン
グ海峡が陸続きだった頃、ユーラシアに渡った馬
のみが生き延び、今から６千年前、ウクライナあ
たりで人に飼育された事により、家畜馬として生
き残った。なお、モウコノウマ以外、現在野生の
馬は世界のどこにも存在しない。ムスタングなど
野生の馬と言われるものは、悉く家畜化した馬が
逃げだしたものである。インディアンが、西部劇
で活躍する馬は、白人がヨーロッパから船で運ん
だ家畜馬の子孫である。

＊
　現在、世界の総人口は約72億人。哺乳類でこ
れだけの数を誇る動物は他にいない。さればこれ
までこの人口を生み出した祖先は、即ち生まれて
は死んでいった人類の総数はいかほどであったの
か？という長年の疑問が私にはあった。ところが
先日ある新聞のコラムにその答えが載っていた。
　香原志勢という人類学者の推計によると、人
類が「石斧（せきふ）」など道具を用いるようにな
ったおよそ250万年前以降の累積人口の試算は、
1120億人との事。考えてみればこの1120億人が
生存中、色々工夫した「生存術」を、今、我々が遺
産として受け継いで生きている。
　人が生きていくためには、生命の設計図だけに
よる肉体の活動だけでは、機微な心の動きを描く
文学や芸術は生まれてこないだろう。勿論科学の
真髄を伝えることもできないだろう。優れた文学
作品は、世界の隅々まで行き渡り、何億人もの心
に感動を与える。物作り職人の細心の技法・音楽・
絵画・彫刻・舞踊など、いかほど先輩の工夫改善
が後輩を育んだことか。そしてスポーツの世界で
も先輩の努力により、新技術が開発され、それを
基礎として、新しい記録が更新されていく。そし
てこれらを体系的に教育する各種学校・大学など
により、文明は進化してきた。
　そして職人技などを伝達する方法として、手と
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り足とり指導するやり方もあれば、「書」に記し、
時空を超え、事細かに他国の人にも伝達する方法
もある。中国春秋時代の「孫子の兵法」は、千年以
上も経た日本の戦国時代でも、盛んに活用された。
またアインシュタインの相対性理論は、今日宇宙
開発の基礎理論となっている。そして人類に伝染
病を引き起こす各種病原体の発見とその対応策な
ど、先輩医学者の血みどろの戦いの成果であり、
種の存亡にかかわる重大な遺産である。これまで
栄えた文明は、悉くこれら先人の創意・工夫によ
るものである。

＊
　私など偏屈とも言える唯物史観に立つ者は、人
間の喜怒哀楽・愛や憎しみも、所詮は物質体系で
ある生きた細胞の生化学反応の所産と考えている。
しかし、それはあまりにも偏屈で、もっと別の面
からの解釈もあり得るのかもしれない。いずれに
しても自分なりに考えだした「知識」は、ＤＮＡと
ともに、知的な遺産として、子孫に伝達していく
べきものなのであろう。
【1987年、生理・医学賞のノーベル賞受賞者利根
川進教授は、免疫グロブリンの遺伝子構造解明で
受賞した人だが、受賞以降の研究テーマは、脳神
経科学部門。人間の心も、物理・化学の原理で説
明できるのではないか…という事らしい。細胞内
の生化学反応の結果が「心」を生み出す。ならばど
んな分子同士が、どんな反応をした時、どんな心
が生じるのか？…と追及しているという。実は私
も、いつもその事を考えてきた。60年前の高校時
代、校内新聞にその事を書いている。去る同級会で、
旧友に、君は60年前と全く同じ事を、今も書いて
いる…と言われた。
　高２の頃、フランスの外科医アレクシス・カレ
ル（1912年ノーベル生理・医学賞受賞。血管縫合
の新技術開発者・臓器移植のパイオニア）の「人間
この未知なるもの」という本が、私の一生を方向
付けたと言える。人間を物理・化学的に理解しよ

うとするものである。人間を精神面から分析・称
賛するような風潮の時代、人間は他の動物と、ど
こがどう違うのか？肉体と心を物質体系で理解し
ようとする方法はないのか？高度の精神活動は、
どのような原理で起こるのか？など私は明けても
暮れても考え続けている。】

＊
　さて知的なものの伝承であるが、それは、なぜ
人類はこれだけ大脳を膨らましているのに、野獣
にも劣る凶暴性を捨てきれず、殺人・戦争などが、
ちっともなくならないのか。先人の願望として、
平和希求という文化を、なぜ子孫に徹底伝承でき
なかったのか？一部過激で強欲な闘争心を社会シ
ステムとして、なぜ排除できなかったのか？21世
紀を迎える頃は、当然、全世界は人類の叡智を結
集して、真に住みよい惑星になっているものと思
っていたが、そんなものは、はるか夢のまた夢。
　人類が永遠に求めてやまない「ユートピア」とや
らは世界のどこかに存在するであろうか？人類が
一番欲しいものは、世界の恒久的平和ではないの
か？ならば何はさておき、まずその実現に全世界
が全力投球すべきである。本邦では極楽浄土を夢
見た奥州藤原３代の平泉文明も、猜疑心の強い源
頼朝により破壊されてしまった。全世界を見ても、
侵略戦争は至る所で見受けられ、むしろ戦争のな
かった時代など探すのに苦労する。
　「国連」とやらは、ままごと遊びのお巡りさんで
はなく、全世界が共同出資した強力な組織で、い
ずこかに、ならず者国家が台頭し、周囲を侵略す
るなどの傾向が見えたら、直ちに出動。発芽の段
階で抹殺する。超強力な統治権を持ち、例えば宇
宙人が攻めてきた時、内紛などしている場合では
ない。全地球が一丸となって対処するくらいの覚
悟で、徹底鎮圧すべきである。
　諦めてはいけない。そもそも原始の生命が「利
己的な遺伝子」により支配され、我々はみなその
子孫なのだからやむを得ない…と諦めてはいけな
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い。人類が万物の霊長と言われるのなら、天使の
ように高潔であるべき。いや、それほどでなくと
もよい。せめてゴリラ並のもう少し心穏やかな動
物であってほしいと日頃願っている。

＊
　日本人は平和ボケしているから、特段に身がま
えなくとも、治安と衛生は、ほぼ満たされている。
しかし、大方の国々では「己の身は自分で守る」と
する常識が徹底されている。特にアメリカでは、
いまだに西部開拓時代の名残なのか、ならずもの
に生命財産を奪われるのを防ぐため、護身用とし
て銃の所持は常識のようである。アメリカではコ
ンビニの数より銃販売店の方が多いという。この
ため頭の狂った輩が時々暴発し、乱射事件が続発
する。
　私はある発展途上国で上水道にアメーバ赤痢菌
が混入しているため、３日で７㎏も痩せる赤痢を
経験した。昨年夏大騒ぎしたデング熱や、マラリ
アは常在。毒蛇・毒蜘蛛はその辺にいくらでもい
る。犬猫は勿論、コオモリ・スカンク・アライグ
マなどに狂犬病はいくらでもある。狂犬病清浄国
はむしろ非常に少ない。海外旅行するのに狂犬病
ワクチンを接種せず、旅立つ人の気が知れない。
旅行会社の安易なプランに騙されてはいけない。
　しかし、発展途上国は、全てが危険というので
もない。特に私が滞在したラテンアメリカは、極
めてのんびり・楽天的。熱帯ということもあり、
昼休みはほぼ３時間。まるで夜寝ないで遊ぶため
にしっかり昼寝をする。夜２〜３時頃は、音楽と
ダンスで、いずこも花盛り。むやみやたら私生児
が多い。尤も熱帯なら「衣食住」は殆どどうにか
なる。熱帯という所は、衣類はチョコット大事な
ところを隠せばよい。食糧は、自然の果物などい
くらでもその辺に存在する。熟したマンゴーの実
など道端にいくらでも落ちている。パパイヤ・オ
レンジ・バナナなど無造作にその辺で実っている。
木で熟したバナナは、かなりおいしい。ヤシの実

など種類によって果汁は真においしい。住宅は雨
露を凌げればＯＫ。人は緯度の高い地方に住むか
ら冬への備蓄のため、蟻の勤勉さが要求されるが、
熱帯は贅沢しなければ、いつもキリギリスで遊ん
で暮らせる。老後は、日本の年金をいただいて、
熱帯で暮らすのが夢だった。但し衛生と治安をい
かに克服するかが悩みの種。
　更にカリブの楽園ホンジュラス国ロアタン島。
人口32000人。面積261平方㎞。グレートバリア
リーフに次ぐ、世界第２位の珊瑚礁の島。英語と
スペイン語。多民族のミックス。商店で物を買う
時、オマケできないかと言ったら40代くらいの奥
さんいわく、『今夜、私を抱いてくれたら、ただで
もいいよ！』ときたもんだ。正に極楽とんぼの島。
超明るく楽天的。楽しむならカリブの島。
　海岸のホテルの庭。ヤシの木２本の間にハンモ
ックが吊るしてあり、その脇にガーデンテーブル
がある。ブラリブラリ揺られ、星空を眺めながら、
テキーラに酔いしれる。カニ・エビ・貝類など、
豪華で、超安い。ホテルのお姉さんにチップをや
り、リクエストしたら、衣装を整え見事な脚線美。
月明かりの庭で、情熱のフラメンコを夢中で踊っ
てくれた。正に「月下美人」である。
　誘われて、プンタ・サルサなどダンスを教わっ
たが、所詮還暦過ぎの身には、習得ならず。やは
り、ハンモックに揺られながら、満天の星空の下、
大陸移動説・人類の遥かなる旅路・世界平和など
について、ほろ酔い機嫌で妄想を続けている方が、
私にはよく似合う。そして子や孫に異文化を、語
り伝えたいとしみじみ思った。

＊
　フィジカルな遺伝子の伝達。そして困難な環境
に生き抜くためのノウハウの伝達。それらを確実
に実行できるように、知恵を出し合って全世界は
邁進すべきである。国連は「当事者間、話し合い
で…」などと逃げないで、強力な治安機関である
べきだ。おぞましいテロリズムの暴発など、日頃
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から、そんなものが生じる環境を、未然に防ぐ社
会的成熟が肝要である。
　現代人が次世代の人々のためになすべき重要課
題は、世界平和の確保と、地球温暖化防止の強化
策である。20〜21世紀の我々が、こんなに破壊
した地球を、子孫に引き渡すわけにはいかぬ。異
常気象による集中豪雨、それに伴う地滑りなどで

多くの人命が失われている。竜巻・ハリケーンな
ど莫大な被害が続出している。そしてマラリアな
ど熱帯病が、中緯度地帯への蔓延を防止しなけれ
ばならない。健全な遺伝子の継承と、子孫が安全
に生き残るための知的対応策の伝達こそ、最重要
なテーマと考える。

こぼればなし
『輪廻』
　歳のせいか最近「輪廻（りんね）」という字に、どうも引っかかる。「現世」という字があるのだ
から、「過去世」や「未来世」があってもおかしくないはず。インド哲学の「輪廻思想」は、魂は死後、
新しく別の生存形態に生まれ代わる…としている。そして何に生まれ変わるかは、その人の生前
の「業」によって決定され「善因善果・悪因悪果」と説いている。やがて、こうした輪廻転生は「迷
い」の状態とされ、煩悩の束縛から解放され、自由で理想的な境地の「解脱（げだつ）」が求められ
るようになった。
　人間の「意志」は、所詮、神経細胞の中での「生化学反応」の結果と、これまで高をくくってきた。
当然死ねば全ては「無」に帰する…と。しかし例えば植物のモミジの木は我が子が日のあたる所で
丈夫に育つよう、種子にプロペラのような羽をつけ、遠くへ実を飛ばすように進化した事実など
を見ると、もしかしたら植物にも、「意志」のようなものがあるのか…と思ったりする。「意志」は
全ての生物に共通の「普遍概念」か？
　我々の精神世界は、46億年前に太陽・地球が誕生し、40億年前に生命が誕生したが、この体
系の中で育成されたもの。しかしこの広大な宇宙には地球文明などより何億年も先行する文明が
あってもおかしくない。そのような遙かに先輩の文明と地球文明とが魂の交流をしていたとした
ら…。高度に進んだ文明が例えば後発の地球生命に立ち入り、遺伝子操作などしている過去が無
かったとは言い切れない気もする。
　私の妄想だが、エイリアンが過去に地球にやってきて、霊長類の頂点に立つ人類を遺伝子操作し、
主導権を握らせておけば、その愚かな行動により、自らの惑星を、不毛の荒野と化す。その後、エ
イリアンが更地の地球を易々と乗っ取る算段がなかったとは言えない気もする。そうでもなけれ
ば、地球のリーダーである人類が今、子孫が安住できないほど自らの惑星の環境を破壊し、戦争
ばかりし続けるわけがない。 （Ｓ・Ｓ）
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本 会 情 報

平成26年度茨城県獣医師会事業実施報告

１．「動物愛護啓発用缶バッチ」の作成及び茨城県への提供　
　茨城県内における動物愛護思想の啓発普及のため、茨城県保健福祉部生活衛生課より要望のあった「缶
バッチ」１万個を作成し、提供した。茨城県知事をはじめ庁内各部局並びに県議会議員、関係団体等に
配布され行政における啓発活動に寄与した。

２．「平成26年度茨城県動物愛護月間事業」への協賛　
　平成26年度動物愛護月間に実施した、茨城県保健福祉部主催の動物愛護事業に共催し、動物愛護の
啓発普及に努めた。
　　
　…Ⅰ．動物愛護に関する一般広報・街頭キャンペーン
　…Ⅱ．『動物愛護フェア』
　…Ⅲ．パネル展

３．茨城県獣医師会 ブロック・支部等による動物愛護啓発事業の開催
　動物愛護思想の啓発普及を図るため、下記日程により各ブロック毎に開催された動物愛護フェスティ
バル等において、また、支部主催による動物啓発事業等においてペット無料健康相談及び飼い犬のしつ
け方教室、譲渡会、講演会等を実施した。また、マイクロチップ普及のために、譲渡犬・猫へのチップ
埋込みと日本獣医師会への登録を行った。

地　区 開 催 内 容 開 催 日 会　　場

県　北
・ペット無料健康相談
・マイクロチップ啓発
・しつけ相談等

平成26年９月28日 日立市かみね動物園内
「動物フェスティバルinかみね」

鹿　行 ・ペット無料健康相談
・家庭犬しつけ方教室等 平成26年10月12日 鉾田市

「うまかっぺフェスタ14’」会場内

県　南 ・ペット無料健康相談
・動物ふれあい事業等 平成26年11月２日 取手市

「とりで産業まつり」会場内

県　西 ・ペット無料健康相談
・家庭犬しつけ方教室等 平成26年11月９日 五霞中学校

「県西地区動物フェスティバルin五霞…2014」
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【県北ブロック　かみね動物園「動物フェスティバル　in　かみね」会場風景】

<写生会受付> ＜写生風景＞

<クイズラリー>
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【鹿行ブロック 鉾田うまかっぺフェスタ‘14内　会場風景】

<クイズラリー>

＜啓発グッズ配布＞

<無料健康相談>

＜譲渡会＞
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＜譲渡会＞ <家庭犬しつけ教室>

<家庭犬しつけ教室> ＜家庭犬しつけ相談＞

＜ふれあい動物園＞
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【県南ブロック　とりで産業まつり　会場風景】

＜クイズコーナー＞　

＜無料健康相談・しつけ相談＞

＜ポニー乗馬・ふれあい＞
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＜動物ふれあいコーナー＞ ＜マイクロチップ啓発＞ ＜フードサンプル配布＞

＜ポニー乗馬・ふれあい＞

【県西ブロック　県西地区動物フェスティバル内　会場風景】
＜ペット無料健康相談・災害救助犬パネル紹介・狂犬病啓発・盲導犬紹介 等＞
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こぼればなし
「暫定入学」
　秋田市にある「国際教養大学」に「暫定入学制度」があり、今年は101人の正規合格者の他に3
人の暫定入学者が名を連ねたという。一定の成績を残せば１年後、正規に編入される。正規入学
者が４年で卒業できる率は半数なのに対し、暫定入学者は開学04年以来66人中65人が見事に
４年で卒業したという（読売新聞）。暫定入学制度は外国では普通に行われ一定のレベルがあれば、
入学の間口は広いが、卒業という出口は非常に厳しい。日本の大学のように入ってしまえば、遊
んでいても卒業証書がもらえるというものではない。現在世界中で大学を中退した学生の割合（08
年ＯＥＣＤ調べ）は平均すると31％。アメリカ54％、フィンランド28％、フランス21％、韓
国15％、日本11％。日本は勤勉だから少ないのではなく、成績が悪いため卒業させないと、親
などからの抗議が強すぎるからであろう。自由・平等の精神を履き違えている。小学生の分数計
算もできない大学生は、決して卒業させてはいけない。
　さて、合格点にわずかに届かない、１点刻みの試験結果で、人生が左右される今日の日本の受
験制度には、日頃から疑問を感じていた。文科省の中央教育審議会は、現在のセンター試験を改
め「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」に改め、新たな選抜方法を検討中という。１点刻みで
はなく、段階別に評価し、優れた人材が、切り捨てられるのを防ぐ可能性が大きくなる。
　国家の隆盛は、第一に教育にあり…と考える。貧困家庭の子弟の教育機会均等は国の責務だ。道
徳教育はまず家庭から。親の背を見て子は育つ。寛容精神の育成が、社会の安定をもたらす。
 （Ｓ・Ｓ）
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７．日本盲導犬協会の「盲導犬学校キャラバン」への後援
　日本盲導犬協会による学校キャラバンが、茨城県獣医師会後援により、平成26年６月…水戸市内の小
学校８校で実施され、参加児童に盲導犬の仕事を伝えるとともに、人に寄り添う盲導犬への理解を深め
る取組となった。

　　【６月19日　千波小学校での講座】
＜児童が参加した講座の様子＞

宇佐美副会長　隣は使用者の 村上真理子さん



−61−



−62−

「慈苑」ご案内図

有限会社ケイエス慈苑管理事務所
　　茨城県笠間市日沢46番地
　　ＴＥＬ 0296（72）5834
　　ＦＡＸ 0296（72）9009
　　○時間外連絡先 090-5807-6344

●お問い合わせ・お申し込みは下記へ……
公益社団法人　茨城県獣医師会
　　茨城県水戸市千波町舟付1234－20
　　ＴＥＬ 029（241）6242㈹

永遠の安らぎの地

慈 苑
ペット霊園

笠間の豊かな自然に囲まれた静かな霊園
営業時間
・平　　日　午前８：30～午後５：00
・土　　曜　午前８：30～午後４：00
・日曜・祭日　 午前８：30～午後４：00

至筑西

ヤマダ電機
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URL.
E-mail.

http://www.c-sanei.co.jp/
info@c-sanei.co.jp
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【取扱代理店】
株式会社 あいおいNDIサポートBOX茨城支店
〒310-0803　茨城県水戸市城南3-5-32
TEL: 029-226-3638   FAX: 029-227-1448

あいおいニッセイ同和損害保険 株式会社
茨城支店　水戸第二支社
〒310-0803　茨城県水戸市城南3-11-14
TEL: 029-224-2367  
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茨城県獣医師会会報
平成 27 年５月１日　発行

第　83　号

編　集　後　記

公　　益
社団法人

茨城県獣医師会会報編集委員
委…員…長… 菅　原　茂　美（勤務退職者支部）
副委員長… 橋　本　邦　夫（勤務退職者支部）
委…　…員… 田　上　宣　文（担　当　理　事）
…… … 岡　田　康　子（担　当　理　事）
…… … 山　㟢　　　衛（担　当　理　事）
…… … 長谷川　　　清（県　北　地　区）
…… … 久　家　美恵子（鹿　行　地　区）
…… … 稲　葉　豊　範（県　南　地　区）
…… … 苦　瀬　秀　雄（県　西　地　区）
会報担当… 比　氣　正　雄（専　務　理　事）

発　行　所… 　　茨城県獣医師会
〒 310−0851… 水戸市千波 1234−20
TEL…029−241−6242　FAX…029−241−6249
http://www.ibajyuu.com
発行責任者… 小　林　貞　雄
編集責任者… 菅　原　茂　美
印　刷　所… ㈲クリエイティブサンエイ

　平成 17 年４月発行の本会報第 63 号で、前編集委員長の諏訪先生が「茨城県獣医師会」の略歴と本会報

の発行経過を述べております。昭和 23 年、「茨城県獣医協会」として発足。翌 24 年に「社団法人」の認

可を得、昭和 26 年「茨城県獣医師会」と改名。本会報第１号発行も改名と同時で、当初は年１回発行。

平成 11 年から年２回の発行となった。長年のご協力に感謝し、御勇退なされました。

　平成 17 年 10 月、第 64 号から、非力ながら私が委員長を拝受。丁度 10 年になるので潮時と見て、第

83 号をもって私も退任させていただきます。印刷の余白を有効利用し、「こぼれ話」を新設し、この 10

年間に 115 通も掲載しましたが、硬い話の息抜きと思って始めたのに、かえって硬い話題を述べたりして

ご迷惑をかけました。次号から新スタッフの斬新なアイデアで、紙面を盛り上げて下さい。長年のご指導

ご鞭撻に感謝し、本獣医師会及び会員各位並びに本会報の益々の発展を祈念し、御礼の挨拶といたします。

… （菅原茂美）



問い合わせ先 

引受保険会社 

〒100-8965　東京都千代田区霞が関3-7-3 
TEL.03-3593-6453  FAX.03-3593-6751 
受付時間 9：00～17：00（土・日・祝休） 

団体・公務開発部第二課 

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 幹事代理店 株式会社安田システムサービス 
〒163-1529　東京都新宿区西新宿1-6-1新宿エルタワー29Ｆ 
ＴＥＬ：03（3340）6497　ＦＡＸ：03（3340）5700 
受付時間 9：00～17：30（土・日・祝休） 

SJNK14-13866（2014.12.29） 

獣医師の皆さまを取り巻く様々なリスクの備えに 

一家の大黒柱の獣医師ご本人が病気やケガで働けなくなったら・・・・ 
ご本人やご家族が病気やケガで入院や通院をされたら・・・・ 
動物病院の従業員の皆さまがお仕事中にケガをされたら・・・・ 

動物病院の什器・備品・医療機器や業務用現金などが偶然な事故で損害を被ったら・・・・ 

「獣医師会のほけん」 

保険契約者  公益社団法人 日本獣医師会 

公益社団法人日本獣医師会 
獣医師福祉共済事業 獣医師の皆さまとご家族に 

大きな安心を!!

「損害保険ジャパン日本興亜株式会社」は、損保ジャパンと日本興亜損保が2014年9月1日に合併して誕生した会社です。 

詳しい内容につきましてはパンフレットをご請求いただき、取扱代理店または損保ジャパン日本興亜営業店までお問い合わせください。 

動物病院の「什器・備品・医療機器」「現金・有価証券等」の損害に備える 

動物病院 
「什器・備品・医療機器」総合補償 

（ショップオーナーズ保険） 

下記損害に関する補償がセットされています。 
①火災・爆発・風災・盗難・破損等の「偶然な事故」による動物病院の動産（設備・什器・備品等）の損害 
②火災・爆発・破裂などの事故による動物病院やユーティリティー設備の損害による動物病院の休業損害 
③火災・爆発・風災・盗難・破損などが原因で建物オーナー対して負担する賠償責任 
（③は借用店舗の場合に補償対象となります） 

動物病院 
「現金・有価証券等」総合補償 
（コーポレートマネーガード保険） 

業務用の現金や有価証券等の偶然な事故による損害を保管中・輸送中を問わず補償。 
拾得者への報労金も補償対象となります。 

病気やケガに備える 

所得補償保険 

ご本人やご家族（就業者）が 
病気やケガで働けなくなった 

ときの補償 
（支払対象外期間7日の後 

最長1年間補償） 

団体長期障害 
所得補償保険 

ご本人やご家族（就業者）が 
長期に渡り、病気やケガで 
働けなくなったときの補償 

（支払対象外期間372日の後 
最長70歳まで補償） 

ご本人やご家族が 
病気やケガにより 
入院・通院・手術 
したときの補償 

傷害総合保険 

ご本人やご家族が 
ケガにより 

入院・通院・手術 
したときの補償 

動物病院従業員補償 
傷害総合保険 

動物病院の従業員が 
仕事中にケガをして 
入院・通院・手術 
したときの補償 

日本獣医師会福祉共済事業各保険の資料は下記幹事代理店までご請求ください。 

なお、携帯電話からもご請求いただけます。右のＱＲコードからアクセスしてください。 

＊医療保険基本特約、疾病保険特約、傷害保険特約、がん保険特約セット団体総合保険 

新・団体医療保険 
＊ 
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